
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （中学校用）】

都道府県名 福島県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 福島県伊達郡伊達町立伊達中学校

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ４ ３ ４ ２ １３
２５

生徒数 １１３ １０７ １３３ ３ ３５６

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・１年生・英語
会話を通して英語に興味関心を持たせ、基礎学力の向上を図るため

・２年生・数学
生徒にとって、図形の証明で個人差が激しくなるため

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
平 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善
成 ○ 研究の見通し（仮説）

ＴＴや習熟度別学習により、個に応じた指導を行えば学力の向上を図れ14
年 るであろう。
度 ○ 研究の内容・方法

・英語科によるＴＴ指導体制の確立、数学科における習熟度別学習指導体
制の確立

・指導体制をめぐる諸問題の洗い出しと対策

平 ○ テーマ
成 発展的学習を取り入れた個に応じた指導のための指導方法・指導体制の

工夫改善15
年 ○ 研究の見通し

、 、 、度 昨年度の指導方法 指導体制を改善し 発展的学習を取り入れていけば
基礎学力の向上が図られるであろう。

○ 研究の内容・方法
・指導方法・指導体制について、昨年度の課題としてあげられたものを解
決していく。

・個に応じた指導を実践していくための指導方法に工夫を加える。
・個に応じた発展的学習はどうあるべきか。

平 ○ テーマ
成 発展的学習を取り入れた個に応じた指導のための指導方法・指導体制の

工夫改善16
年 ○ 研究の見通し

、 、度 前年度の発展的学習のための教材を開発し 個に応じた指導を進めれば
基礎学力の向上が期待できるであろう。

○ 研究の内容・方法
・個に応じた発展的学習を取り入れた授業の工夫
・発展的学習の教材の開発



( ) 研究推進体制3
現職教育委員会（荒哲也校長、齋藤四郎教頭、八巻和浩、齋藤茂男、尾形健三、
小野京子）

現 教 ブ 数 教
校 教 研 職 ○○○ 科 ロ 英 科

究 教 授デ資 主 ッ 部 部
長 頭 協 育 業 料 任 ク 会 会｜

議 委 研タ 会 研
会 員 究 究

会 会

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

＜数学科＞
○通常の一斉指導と習熟度別コース別学習を比較したアンケートの結果より

勉強しやすい → ８８％（基礎コース） ９５％（応用コース）
よくわかるようになった → ９６％（基礎） １００％（応用）
もっと勉強したい → ７９％（基礎） ９３％（応用）
以上の結果より、習熟度別学習により、ほとんどの生徒において、理解が深

まり、学習意欲も高まったことがわかる。

＜英語科＞
○通常の教師１人による指導とＴＴによる授業を比較したアンケートの結果よ
り

よくわかるようになった → ６１％
もっと勉強したい → ６２％
以上の結果より、多くの生徒において理解が深まり、学習意欲も向上したこ

とがわかる。

２．今後の課題

＜数学科＞
○アンケートの結果を見ると、基礎コースの生徒の意識の低さが見られる。特
に 「授業が待ち遠しいか」という問いに対して、応用コースでは７２％の生、
徒が肯定的に答えているが、基礎コースでは、４１％と半数を下回っている。

、 。今後は補充的学習などを通して 下位生徒の苦手意識の克服を図っていきたい

＜英語科＞
○アンケートの結果を見ると、ＴＴの授業を肯定的に受け止めている生徒はそ
れほど多くなかった。生徒にとって効果的な指導になるよう、指導法の工夫や
教材の開発を進めたい。

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

・定期テスト
年５回、１学期中間（６月初旬 、期末（６月下旬））

２学期中間（１０月初旬 、期末（１１月下旬））
３学期末（２月中旬）

・標準学力検査（ＮＲＴ）
年１回（２月下旬、第２学年のみ数学と英語を１月下旬に実施）



Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

フロンティア事業公開授業研究会
日 時 平成１５年１０月３１日（金） １４：００～１６：２０
場 所 伊達町立伊達中学校
テーマ 発展的学習を取り入れた個に応じた指導のための指導方法・指導体制

の工夫改善
対 象 県北教育事務所管内全小・中学校
内 容 数学科・英語科の授業公開及び分科会
その他 ①普及のため、案内文書を管内全小・中学校に配布

①伊達町教育研究会の授業研究会も兼ねる
②参加者１５校５４名（本校教員のぞく）

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級
７～９学級 １０～１２学級
１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
その他

【研究教科】 国語 社会 数学 理科
外国語 音楽 美術 技術・家庭
保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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